研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　南山苑　　　　　職　種　介護福祉士　　　　　　　氏　名　谷地　奈津子

	期　　間　　平成２１年　７月　９日　～　平成２１年　７月１０日

	出張目的　防火管理に関する講習会

	出 張 先　青森厚生年金休暇センター

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞

　防火管理の講習会に参加し、防火管理者の重みを認識した。最近老人施設での火災が数件相次ぎ、老人施設の防火対策の必要性も強調されてきている。報道では、防火管理者が日頃の管理不行き届きから、逮捕されるケースもあり、防火管理者が担う責任も大きい。たった２日の講習で、この責任の重さは少し疑問を覚える。

南山苑での防火管理について考えると、業者による設備点検は、ここ何年間実施されておらず、火災時使用できるものなのかは把握出来ていない。また、日常点検の実施も活発にはなされておらず、今後、庶務、防災委員会と協働し実施体制の確立が必要と考えられる。しかしながら、今まで実施し難い現状として、専門的な知識の無さから、あまり介入し難い状況があった。分かりやすく、誰もが実施できるよう教育も必要と考える。

　自衛消防組織も兼ねてから確立されているが、その周知がなされていない。それぞれの役割の説明と訓練時の実施、日常的に把握体制があれば良いのではないかと思う。

　訓練の方法について、今まで南山苑では通報訓練・避難訓練を実施している。実際消防を呼んでの訓練は実施できていないため、来月予定している訓練でおこないたいと考えている。利用者の搬送など、実際の訓練ではおこなうものの、いざ火災があったときは、パニックとなりうまく行動を起こせる可能性は低い。担送・護送など分かりやすく明記しておくことや、人員の確認をおこないやすい体制を検討する必要がある。消防用設備の扱いについても、職員の周知は差ほどなされていない。操作説明会を適宜設けり必要がある。

　上記のように、まだまだ改善する事項はあるため、今後防火管理者になるにあたり、取り組んでいきたい。

＜研修内容＞

[防火管理の意義と制度の概要]

○防火管理とは？

　火災の発生を未然に防止し、万一火災が発生した場合でも被害を最小限にとどめるため、必要な万全な対策を樹立し実践することをいう。

○防火管理制度の概要

　多数の者が出入りし、勤務し、居住する防火対象物の管理について権限を有するものに対し「防火管理者」を定めさせ、防火管理に係る消防計画書の作成及び計画に基づいた防火設備の維持・管理など防火管理上必要な業務をおこなわせる

　→消防第８条第１項

　→南山苑は特定防火対象物　第６項

[火気取扱の基本知識と出火防止対策]

○火気使用設備器具に関する規制

　消防法第９条

かまど、風呂場、その他火を使用する設備又はその使用に際し、火災の発生のおそれのある設備は、その位置・構造・管理に関し必要な事項は、「消防法施行令第５条及び第５条の２」「対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱いに関する条例の制定に関する基準を定める省令」に定める基準に従い市町村条例を定めている。

○火気使用設備　日常の安全管理

　①設備周囲の安全環境を維持する。

　②設備の構造を維持する。

　③設備周辺は、設備を破損するおそれのある物件や可燃物が倒れたり、落下しないように注意する。

　④設備に応じた適切な燃料を使用すること。

　⑤燃料の性質などによって、異常燃焼するような設備は監視人を置くか、安全装置を設置する。

○火を使用する器具　日常安全管理

①建築物及び可燃物から火災予防上安全な距離を保つ

②可燃性ガス又は蒸気が滞留するおそれのない場所で使用する

③地震等により器具が落下するおそれのない場所で使用する

④故障や破損したものは使わない

[施設設備の維持管理]

消化設備

○消火器

　消化できる火災種別が消火器に表示されている。

　　白：普通火災（木材・紙・繊維類等の火災）

　　黄：油火災（天ぷら油・灯油等の火災）

　　青：電気火災（配電盤、変圧器、電気配線等の火災）

・消火器の種類

　すべての火災に使用できない場合もあるため注意が必要

　粉末消火器

　強化液消火器

　機械泡消火器

○屋内消化栓設備　　（火災が拡大し、消火器で消せないような場合に有効）

　　種類：１号消火栓、２号消火栓、易操性１号消火栓

　　使用方法：起動ボタンを押して、消化ポンプを起動させると表示灯が点滅する。その後は、ホースを火点まで延長してから開閉バルブを開いて放水する

○スプリンクラー設備　（初期段階を超えた火災に有効的）

　　作動：火災熱によって、スプリンクラーの感熱部分が熱溶解又は破壊され、散水される

　　種類：放水型スプリンクラーヘッド、閉鎖型スプリンクラーヘッド、開放型スプリンクラーヘッド

警報設備

○自動火災報知設備

　　火災の初期段階において熱や炎、煙を感知し、火災発見者が発信機のボタンを押すことで、火災の発生場所を受信するもの。

　　種類：炎感知器、熱感知器、煙感知器

　　注意点：受信機のスイッチベルが常に入っているか確認する。

　　　　　　火災の有無を確認するまで、受信機の音響は停止しない。

○消防機関へ通報する火災報知設備

　　火災の発生をワンタッチで消防へ知らせる設備

○非常警報設備

　・非常ベル：火災を発見した人が、押しボタンを押すことで知らせる設備

　・非常放送設備：音声によって火災を知らせ、初期消火活動への従事、避難等を円滑におこなわせる

[防火管理の進め方と消防計画]

○災害予防管理

　防火管理者　　　日常の火災予防を図る組織

　　　　　　　　　定期的に点検・検査を実施する組織

○消防計画

　南山苑は、単一管理権限　甲種防火対象物　中規模用を作成する。

＜２日目＞

[危険物の安全管理]

○危険物の性質と概要

	類別
	性質
	性質の概要
	消火方法

	第一類
	酸化性固化体
	可燃物と混合され、熱等によって分解することにより、極めて激しい燃焼を起こさせる危険性を有する固体
	冷却消火

	第二類
	可燃性固化体
	火炎により着火しやすい固体又は比較的低温で引火しやすい固体
	冷却消火

	第三類
	自然発生性物質及び禁水性物質
	空気中にさらされることにより自然に発火する危険性を有するもの又は水と接触して発火し、又は可燃性ガスを発生するもの。
	窒息消火

	第四類
	引火性液体
	引火性を有する液体
	窒息消火

	第五類
	自己反応性物質
	加熱等による分解等の自己反応により、多量の発熱、又は爆発的に反応が進行するもの。
	冷却消火

	第六類
	酸化性液体
	混在する他の可燃物の燃焼を促進する性質を有する液体
	冷却消火



[自衛消防]

○訓練

　消防法第８条　一定規模以上の事業所の管理について権限を有するものは防火管理者を選任し、消防計画を作成させ、計画に基づいて消火、通報及び避難訓練を実施しなければならない。

　通報訓練、消火訓練、避難訓練、総合訓練に分けられる。特定防火対象物では、消火訓練及び避難訓練を２回以上、通報訓練を１回以上を実施しなければならない。

○訓練のあり方

　１火災の発見　→２通報・連絡→３初期消火→４避難誘導→５安全防護装置→６消防隊への引継ぎ

○自衛消防組織

　・自衛消防本部：活動全体の指揮統制を行う者とその拠点。

　　　　　　　　　①自衛消防活動の指揮統制、状況の把握

　　　　　　　　　②消防隊への情報や資料の提供、消防隊指揮本部との連絡

　　　　　　　　　③座場者に対する指示の為の放送

　　　　　　　　　④関係者や関係機関への連絡

　　　　　　　　　⑤消防用設備等の操作運用

　　　　　　　　　⑥避難状況の把握

　　　　　　　　　⑦地区隊への指揮や指示

・地区隊：１．通報連絡班　２．消火班　３．避難誘導班　４．安全防護班　５．応急救護班

　　　　　６．重要書類及び物件の搬出

[地震対策]

○地震による災害

　第１次被害：土地の隆起・沈降、断層の発生、地滑り、山崩れ、液状化現象などの地盤破壊

　　　　　　　落石、建物等の損壊・倒壊

　第２次被害：火災、津波、危険物の流出・爆発、電気・電話・ガス・水道等ライフラインの途絶、　　

デマ・パニックの発生

○職場の地震対策

　①建物の構造及び用途や使用状況等から発生する危険を排除し、安全性を確保する。

　②防火管理者が中心となり、普段から点検や整備をおこなう

　③従業員各人に職場の安全対策や人名安全対策についての意識を徹底させる。

　④地震発生時におこなうべき措置の内容を具体的に定め、日頃から訓練しておく。
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